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中世日本中世日本の「里」と「山」の「里」と「山」
－－ 加賀軽海郷の開発と洪水加賀軽海郷の開発と洪水 －－

金沢大学人間社会学域学校教育学類金沢大学人間社会学域学校教育学類

黒黒 田田 智智黒黒 田田 智智



１１ 線引きの心性線引きの心性



（１）開発神話開発神話 という線引きという線引き



宮沢賢治の森宮沢賢治の森宮沢賢治の森宮沢賢治の森



こゝへこゝへ畑起していゝかぁ。畑起していゝかぁ。ここ 畑起して かぁ。畑起して かぁ。



いゝぞぉ。いゝぞぉ。ぞぉ。ぞぉ。



こゝにこゝに家建てていゝかぁ。家建てていゝかぁ。こ にこ に家建てて かぁ。家建てて かぁ。



ようし。ようし。ようし。ようし。



こゝでこゝで火たいてもいゝかぁ。火たいてもいゝかぁ。こ でこ で火た ても かぁ。火た ても かぁ。



いゝぞぉ。いゝぞぉ。ぞぉ。ぞぉ。



森は一森は一ぺんこたぺんこたへました。へました。森は森は んこたんこた ました。ました。



12001200年前の開発神話年前の開発神話0000年前の開発神話年前の開発神話



此より上は神の地と為すとを聴さと為すとを聴さ

む。む。此より下は人の田とと作すべし作すべし。。

今より後、今より後、吾、神の祝と爲りて、永

代に敬ひ祭らむ代に敬ひ祭らむ。

冀はくは冀はくは な祟りそ な恨みそ冀はくは、冀はくは、な祟りそ、な恨みそ。

（（『『常陸国風土記常陸国風土記』』））



この地に塚を築きこの地に塚を築きこの地に塚を築き、この地に塚を築き、
あなたの御霊をお祀りします。
恨みを忘れ 鎮まりたまえ恨みを忘れ、鎮まりたまえ。



開発神話開発神話 奥山と里山の線引き奥山と里山の線引き開発神話開発神話 ＝＝ 奥山と里山の線引き奥山と里山の線引き

ǁǁ
「里山」の誕生



（２）「奥山」と「黒山」「黒島」「奥山」と「黒山」「黒島」



奥 迷 死僧 出会う奥山に迷って、死僧に出会う

冥界に通じる黒山の「大キニ暗キ一ノ穴」

黒島の鼠（根棲） 海底に巣喰ふ黒島の鼠（根棲）、海底に巣喰ふ

‖

「奥山」の表象世界



（３）アジールとしての「卒土」アジールとしての「卒土」



長崎県対馬島南端長崎県対馬島南端長崎県対馬島南端長崎県対馬島南端



卒土という「奥山」卒土という「奥山」



語り継がれた「卒土」の禁忌語り継がれた「卒土」の禁忌語 継 れ 卒 」 禁語 継 れ 卒 」 禁



あそこは天道シゲじゃけに
住んではならん



２２ せめぎあう里山と奥山せめぎあう里山と奥山



（１）近江葛川の「後山」と「秘所」近江葛川の「後山」と「秘所」



建長建長 年（年（ ））建長建長88年（年（12561256））
葛川常住快弁の訴え葛川常住快弁の訴え葛川常住快弁の訴え葛川常住快弁の訴え



彼ら（伊香立荘民）申して云はく、彼ら（伊香立荘民）申して云はく、

後山切り尽くし候畢、



もし御禁なくもし御禁なくばば、、

御霊山忽ち一本の木も生えるべからざるや、



偏に明王の怨敵なり偏に明王の怨敵なり、



近江国葛川絵図近江国葛川絵図近江国葛川絵図近江国葛川絵図



ニコリ谷 ヘコ谷 一本杉

里山 奥山奥山 里山

聖聖

大
川

俗

ムラ ヤマノラ
イ
カ

ア
シ

絵図の構図と世界像絵図の構図と世界像
谷

シ
ミ
河



葛川絵図研究会による葛川絵図研究会による
樹木表現の分類樹木表現の分類

A 針葉樹＝奥山（聖所）
樹木表現の分類樹木表現の分類

B 広葉樹＝里山 C 萌芽林＝里山（後山）



植生分類を見直す植生分類を見直す植生分類を見直す植生分類を見直す



針葉樹＝奥山



広葉樹A葉樹
‖

里山（ヤマ）（ ）



広葉樹B
‖‖

里山（ムラ・ノラ）

近江国葛川絵図近江国葛川絵図近江国葛川絵図近江国葛川絵図



厚生労働省 人口動態統計

広葉樹C＝街道・谷筋広葉樹C 街道 谷筋



特徴的な独立樹特
（ランドマーク）



菖蒲菖蒲

その他

竹林竹林



樹木表現の分類樹木表現の分類
針葉樹＝奥山

広葉樹A＝里山（ヤマ）

広葉樹B＝里山（ムラ・ノラ）

広葉樹C＝街道・谷筋

単 （ ）単独樹（ランドマーク）

その他



（２）対馬の「内山」と「卒土山」対馬の「内山」と「卒土山」



正平正平 年（年（ ））正平正平99年（年（13541354））
豆酘神官しん豆酘神官しん うのうの訴え訴え豆酘神官しんハ豆酘神官しんハうのうの訴え訴え



しゆセんほんおきり、
やきはらい、

くわうやになされ候くわうやになされ候へハ、

（（11万本の樹木を伐り、焼き払って、荒野にしたので、）万本の樹木を伐り、焼き払って、荒野にしたので、）



御ま りのさおいとならせ給御ま りのさおいとならせ給御まつりのさおいとならせ給、御まつりのさおいとならせ給、
あるあるいいハハ大風ふきあるあるいい 大風ふき、

こうすいいて、
くにのわつらいとなり候くにのわつらいとなり候

（天道祭に支障をきたし、大風が吹き、（天道祭に支障をきたし、大風が吹き、
水 国 煩 ）水 国 煩 ）洪水となって、国の煩いとなった。）洪水となって、国の煩いとなった。）



おんなわらはへおんなわらはへちりちりはらはらニなりちりちりはらはらニなりおんなわらはへおんなわらはへちりちりはらはら なり、ちりちりはらはら なり、
おらひさけふこゑなのめならす候、おらひさけふこゑなのめならす候、

（女や子どもたちが散り散りばらばらになって、（女や子どもたちが散り散りばらばらになって、（女や子どもたちが散り散りばらばらになって、（女や子どもたちが散り散りばらばらになって、
泣き叫ぶ声が尋常ではない。）泣き叫ぶ声が尋常ではない。）



里山

瀬川

内⼭
里山

瀬川

内院川

神田川

卒⼟（外）⼭
内院川

（ ）

奥山奥山



３３ 加賀軽海郷の「里」と「山」加賀軽海郷の「里」と「山」



（ ）（１）加賀軽海郷の「山百姓」と「里百加賀軽海郷の「山百姓」と「里百

姓」姓」



梯川
加賀国府

梯川
加賀国府

小松空港
小松城

梯川中流域の中世荘園梯川中流域の中世荘園

郷谷川

大杉谷川



梯川

〈本郷〉 《里百姓》

大野

〈大野〉

江指

大野

塩原

池城

長谷

金平

十二加滝

大杉谷川
〈河内〉

塩原

岩上

波佐羅

《山百姓》
郷谷川

大杉谷川

長原

《山百姓》



梯川

《里百姓》《里百姓》

《山百姓》

大杉谷川

郷谷川

大杉谷川



山山山山
百百
姓姓
とととと
里里
百百百百
姓姓



（２）延文元年（延文元年（13561356）の梯川洪水）の梯川洪水



延文元年（延文元年（13561356）の加賀のお天気）の加賀のお天気 〔表４〕

33月月1919日日 九頭竜川洪水（九頭竜川洪水（『『白山宮荘厳講中記録白山宮荘厳講中記録』』））33月月1919日日 九頭竜川洪水（九頭竜川洪水（『『白山宮荘厳講中記録白山宮荘厳講中記録』』））

55月月 梯川洪水、井橋落ち、田畠損亡す

（（『『金沢文庫文書金沢文庫文書』』））（（『『金沢文庫文書金沢文庫文書』』））

66月月11日日 大風吹く大風吹く（（『『安楽山産福禅寺年代記安楽山産福禅寺年代記』』））

77月月2020日日 大風吹く大風吹く（（『『永光寺年代記永光寺年代記』』））

延文延文44年年 天下疫病、人民多く死す天下疫病、人民多く死す

(1359(1359）） （（『『安楽山産福禅寺年代記安楽山産福禅寺年代記』』））(1359(1359）） （（『『安楽山産福禅寺年代記安楽山産福禅寺年代記』』））

貞治元年貞治元年 大旱（大旱（『『永光寺年代記永光寺年代記』』））

(1362(1362））(1362(1362））



損免のからくり損免のからくり損免 からくり損免 からくり



在国代官雑用銭（（山百姓山百姓）からも補填）からも補填在国代官雑用銭（（山百姓山百姓）からも補填）からも補填

洪水による損亡は洪水による損亡は散田米（（里百姓）のみ）のみ

在国代官時料米（（里百姓里百姓）を減らして相殺）を減らして相殺

洪水による損亡は洪水による損亡は散田米（（里百姓）のみ）のみ

在国代官時料米（（里百姓里百姓）を減らして相殺）を減らして相殺



洪水による損免は洪水による損免は

散田米（本郷＝（本郷＝里百姓）にのみ）にのみ

認められたという事実認められたという事実



大野・河内（大野・河内（山百姓）に）に大野・河内（大野・河内（山百姓）に）に

洪水被害はなかった？洪水被害はなかった？洪水被害はなかった？洪水被害はなかった？



（３）梯川の洪水史梯川の洪水史



水との闘いの歴史水との闘いの歴史水と 闘 歴史水と 闘 歴史





《里百姓＝ノラ》

氾濫原氾濫原

水 中水 中

梯川

水田中心水田中心
散田と階層分化散田と階層分化

《山百姓＝里山》

災害強度災害強度 大杉谷川災害強度災害強度

多様な生業（畠作）多様な生業（畠作） 郷谷川

大杉谷川

多様な生業（畠作）多様な生業（畠作）
開発途上地域開発途上地域
非氾濫域非氾濫域

階階名編制と階層未分化名編制と階層未分化



（４）（４）鼕々たる鼓の声鼕々たる鼓の声

― ― 洪水の記憶洪水の記憶 ― ― 



雨岩 梅雨に胴体だけあらわす蛇梅雨に胴体だけあらわす蛇雨岩



やすなすな

其の形は一眼の蛇也其の形は一眼の蛇也。



むかしやむかしやすなと云ふすなと云ふ女女むかしやむかしやすなと云ふすなと云ふ女、女、

人を疑ひ過ごし此川に身を投じて死去し、人を疑ひ過ごし此川に身を投じて死去し、を疑ひ過 し此川 身を投じて死去し、を疑ひ過 し此川 身を投じて死去し、

化して蛇と成。化して蛇と成。



その子孫とて 此赤瀬の中にはその子孫とて 此赤瀬の中にはその子孫とて、此赤瀬の中にはその子孫とて、此赤瀬の中には

小蛇と小蛇といへども皆一眼いへども皆一眼也也。。小蛇と小蛇とい ども皆 眼い ども皆 眼也也。。

小松桟橋迄も下る事有り。小松桟橋迄も下る事有り。桟 下 有り。桟 下 有り。

其時は必時あらずして其時は必時あらずして

洪水町をひたす洪水町をひたすと云ふ。と云ふ。



鼓が淵と云ふには、

底にたんたんたる聲聞ゆ。



昔鼓を取落せしが、

水底にしづみて取揚ぐる事能はず。

其鼓今に水神となるよし、

里人いひ傳へたり。



一日利兵衛又た山に入り、

斧を以て老杉を伐る、



時に忽ち太鼓の音せり時に忽ち太鼓の音せり、



鼕々として起り鼕々として起り、



彼 翁（天狗）曰く彼の翁（天狗）曰く、

人倫屢々悪戯を為して余等の平和を害す人倫屢々悪戯を為して余等の平和を害す、

故に太鼓を打ちて脅威せざる可からず、故に太鼓を打ちて脅威せざる可からず、



九龍橋

鼓ヶ淵（大野）（大野）

土合橋土合橋本蓮寺
（津波倉）

天狗巌（岩上）（岩上）

雨岩の蛇体やすなの一眼の蛇 雨岩の蛇体
（西俣）（西俣）（赤瀬）（赤瀬）



鼕 た 聖な 鼓 音色鼕々たる聖なる鼓の音色

ǁǁ
洪水の記憶

ǁǁǁǁ
伐採抵抗伝承



鼓 声鼓の声

ǁǁ
「奥山」の声



おしまいおしまいおしまいおしまい


